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王、寧霞を構成 壁る色 として ρ）鷺

　栗西を 間わ φ．「白」は人類の最初か ら存在 して い

た臼で あ る。ア メ リカの 人類学者バ
ー

リン とクイが 「色

彩の 罧礎用諸
．
で 1月らか に したよ うに　臼は黒ととも

に ．人類が最初に知覚 し　命名 した色名の
一

つ である 。

多分．原初の人類は 「ツ幽 と
一
置」．「昼」と 「夜．L そ

し て
一
明」」

一冖
．を認識 し，次い で 「口」と 「黒」

とい う潤を認識 豆
．
る C づ に？Eg一っ たと考え られる。次い

で パ ー
レ ン とク

．
イは　原初の 八 類 ま赤，黄 1 緑 （緑，

贇 ）．歯の II貞で 、
「
色を認詼 する こ 説 いて い るが 1 私た

ちは ，彼らが自然野に存在す
．
る色を：順次、色と して 認

識 し、色名を与え ］itの で は1」い か と推祭する こ とがで

きる ，

　呪｛Ilij的な原蛤个†会では，色彩は宇宙観を形成す
．
る重

要な 一」一ド体系 ぐあ り，神瓢
．
世界 の 天地 ，方位 、吉兆

ノ、鈷どを表 しltt、 当然，この徹彩コ ードは，種族や文化

に よ っ て ．畏左匕 て お り，そ の 記 弓的役割もさまざま

であ る。例えば ，襾洋又化圏の 規範とな っ た ユ ダヤ教

（ヰ
．
リス ト教）では、有を中天 の 色と し，北［ま黒，1翡

は 灰 ．秉は赤 、西 は臼に配当 した が，中国の陰陽五 行

説で は、序天は黄，北は黒 ，南 は赤 ，東 は青 ，曲は白

に 地柱；
．
づけ 1うれ ζい る 。 また わ が ヨの神詁で は ，天頂

に 1
亠
］を配 し、地 下は黒 ，東は 菁、．

西は赤に位置づけて

い る u

一
万 ，仏 教 （密教）の 曼 陀羅 の 国界では 、胎蔵

曼陀冪 で は ．中哭 の 大 日如来 を 棊 点 と し て ，中 火 に 「ヨ，

北に黒 ．南に糞 ，臾 に赤 ，西に青 としてお り，金「躍界

曼陀羅で は中天 は白，北に黒，南に黄，柬に青，西は

赤にな っ て い る 。 い つ れの両界曼陀羅 で も ，中央 の 色

は Eヨで ある。

文化 ・

陰陽万 行説

日本襪 古

月台蔵曼ll它羅

余岡lj界曼 匡它羅

色彩の宇宙観

駅教種類 中天 北 南
　 ：

栗
．
1〜
ト

｝三1

教 （キ リ ス ト教） 青 黒 灰 赤 臼
．．　　 11 」．．．

行説 黄 黒 …赤 …青 i白
．−L −．

詁 』 地 ＝ 黒

．

着 弄
　一．．一．一一．．一．一一．一．−
1
．．一一一．一一一一．一一一．．．．．一 ．

陀羅
　 　 　 　 」

i口 黒 黄 赤 青
「 ．

曼 陀羅 1白 隰 黄 甫 赤

　以上の ように，各文化〔卷で は ．それぞれの色彩宇宙

観は 異な っ ぐ い る も の の ，共通 し て い る の ［ま 1 白，黒

を 「軒心と して黄 ．赤 ．有 灰であ つ 1 その中心に白、

黒がある こ とで ある。西洋の 規範 で あるキ リス ト教．

柴洋 の 規 範 で あ る 陰陽 五 行説 で は ．と も に 臼 は 光輝く

太陽が沈む 「西」に配されてお り　 死の世界 、闔の世

界 ．喪 の 色を象徴 し（IIい る。また仏教では ．白は大 日

如来は名前 の 通 D 日輪の光 糧 く身体の昌 で あ D ．曼陀

羅 の 中天 の 色で あ る。つ ま り，古代社会 で は．常に

「臼 」 は 太 陽 の 運 行 の 斬道一ヒに あ る 「中 天 の 光 亅の 色
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で あ り，昇の E『．沈む Elの光の色 ごある。

」〕：，西i羊＄こず辷；にお【ナる　r白」

〔1）「光．1の色と して の 臼

　西洋文明 は 占代ギ リシ ャ 文 ・！目と キ リス ト教文明を二

つ の 規範 と して成豆 して い る。百代ギ∪ シ ャ の 哲学者

ア リス トテ レス は，全ての色は 「光」と 「闇」の混合

で 生ず る と述 べ ，白を根源的な色と して 配した。また

盲 代ギ リシ ャ の …創世記」 と い うべ き 「神統記」で は

禅は女の誕生に 祭して ， 輝 く眼を したアテ ナ 神は．

彼女 に帯をつ ：つて や D 、白銀餉の衣 で 身 をよそ わ せ」

とあ り 1 』は神に属 す る色で あ っ た。白は ギ リ シ ャ の

神々の色で あ り．蛋穰の女神ケレスに似合 う麁で あ っ

た。以後、古代ギ 1一丿シ ャ の 伝統は ，こ の白によ っ て 表

現され　ギリシ
’
r／の衵々 の神殿〔よ白亜 の大理石 で作ら

れ ，神々は白の衣裳で 衣現されに 。

　
一

方　キ リス ト教で も ，新約聖害に 「彼 らの前 で，

イエ スの姿が変J・つ トつ．その顔は日のよ うに輝きその衣

は　光の ように 庄 くな っ に．1（マ タイ伝 ］7 ：2） として

衵は光 の ように白い衣を着ており 1 と日のように輝 い

（ い る と記述し，自を 「光 ＝導．の 色 として 描写 して

いる．，ま 〆と衵の使い で ある天使たちも 白い衣裳を着た

姿び荏．かれて お ¢ ，歴史を通 じて 神，及び神の代理入

たち は ，自い衣裳を着用 して い る 、・今 日 で も神の 代理

人である 馨
一．マ 法王 の 衣裳は臼で あり，キリス ト教会

で 隊自は洗割」 初聖体 や ク 1丿ス マ ス ，復活祭 キ U ス

「 昇天祭の魚と して用い られ ている。

（2）神鑒な．存在 としての白

　1光．1の 色 ．「神一1の色 で あ る i
．
白」 は，当然の こ と

な が ら霊 的な 存在、神聖な存在と し匸の 「臼」と し（

使用される 。 1圭i代ギリシ ャの天馬ペ ガサ ス は白い翼を

も っ た ［白矯」で あり，
’
Lllい 一一角獣」は処女の前で

は 跪 く聖獣で あ っ た。また 「臼貂 1は真 っ E］V 毛皮に

汚点がつ くと，ヨら恥 じて 死ぬ ご 信じらD．た 。 さらに

ロ シァの 「Eti蛇、は秘宝を守護神で あり，ロ
ー

マ時代

には．ドイツ で は ［白馬」は神に捧げ られる神聖な勤

物で あ っ た二。その他 ，神の属性をも つ 動物は Il共水 の

終わ り を告げた
一
白い 鴫」を 始 め と して ，「

．
臼い 雄牛」

「白い 羊 」がしば し ば用いられてい る 。

…
方　臼 い動

物は，異次元の 世界 に人間を誘 う勤物の役を担 っ て お

り，「聖杯物語 」で は 1白い牡 鹿」は騎士 を屑険の旅

へ 誘い 、泊 兎．亅は ア リス を
「
不思議な 国」へ 誘 うの

である 。 有名なア
ー一一

ネ ス ト
・

ヘ ミ ン グウ ェ イの小説

「白鯨」，ジ ャ ッ ク
・
［コン ドン の小説 「Elい牙」も 白

い色をした勤物た ち の 数裔な運命を描い て い る 。

（3）多彩な紋章 の 1色 として の白

　中世キ リス ト教騎士道時代に は 、紋章は家柄，家 系

な どを象徴す る 重要な機能を果 た したが　ここでは色

彩が重要な役薯1」を担 ⊃ た 。 西洋の紋章 色彩は 1 日太 の

臼黒 の みによ っ て 表現された冢紋と異な り，さ ま ざ ま

な色彩が用 い られたが ，そ の色彩の使用法には厳格 な

色の規制があ っ た。それによれば ，  金属色 （金 ．銀）

  赤 ．緑 ，青 ，紫 ．黒 ，橙 、赤紫を含む 7色の 有彩色

そ して   ア ーミ ン とヴェ ア の毛皮 〔臼地に黒の 斑点）

2種など と 決ま っ てお り，金属色 の み ，また有彩自の

みの使用「ま禁 じられた、，しか し、金 ．銀 には代用色 が

認め られ ，金 の代胴 ま黄．銀の 代用はH であっ た 。

　西洋の 紋章は、基本的には多彩凱 〔ポ 1丿 クロ ミ ・・）

であり，白はその
一

翼を担う役割に過ぎなか っ た 。 中

世フ ラ ン ス 王朝は ，日をー室 の色と し　特に ］589年

に ブル ボン 王 朝が誕生して か ら有名になっ た。 その ブ

ルボン王朝の紋章は 1 白 い ブリュ
ー・

ド
・U ユ ス 〔百

合の花）で ある。また 英国 で は　ラ ン カ ス タ
ー

家 の 赤

に対して ヨ
ー

ク家の日バラの象徴色となり，後の チ ュ

ーダー・囗一ズの芯色とな ⊃ た 。

（4）プ ロ テ ス タン テ ィ ズムによる白

　キ リ ス トの十字架上 で 流 した ［赤 い 血」を シ ン ボ ル

とするキリス ト教は ，西洋社会に多彩なポリク ［コミ ー

の色彩 聖 間を創造 した。しか し，］6世紀初頭に誕生 し

た プ ロ テ ス タ ン テ ィ ズム 〔宗教革命）は ，こ の キ リ ス

ト教色彩象徴主義を失墜さぜ ，教会教義の みな らず ，

南 民社会の E］常生活 か ら ，色彩 を 追放 し，庄，灰 ，黒

の無彩色の世界 を もた らした。例えば 1649年に始まる

清教徒革命に よる芸術検閲蟹 の布告以後，従來赤い衣

服 ，青 の 外套 を 着て い に 聖 母 マ リア は 臼 い 衣服 に 変

わ っ た 。 このプ ロ テスタン トの教義はやがて日常生活

の大部分
一．
　 住居 ，美術 1 衣服

一
に大 い に 影響を

与え ，赤 ．橙 ．黄などの派手な色彩を追放する ことに

大い に貫献した。こ の プロ テ ス タ ン テ ィ ズムは，ア メ

リカ に 渡 っ た 清教徒 た
．
ぢi 特に ク ェ

ーカ
ー．一教 徒 や ア ー

ミ ッ シ ュ など に受け継がれ 1 彼らの 灰色 の ドレス や黒

い ス …ツ に 白い シ 1 フ ツ な どの衣服とな り，や が て ］9世

紀に は男性の 衣服か ら色彩を奪うこ ととな っ た。こ の

清教徒たちの色彩否定の 精神は，今Eヨの紳士淑女の黒

のス
ー

ツ，臼いシ ャ ツ やブラウスなどの伝統に引き継

一
ny一 一

L −一．．＿＿一一＿一＿L，
一
：1＝ニ ＝ 一 ：］ 146 一 コ
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（5）平等 ，平和の象徴と しての 白

　日は平等，平和の シ ン 厂1し1レであっ た 。 海賊バイキ ン

グが ［平和の使」と して ，海岸に近 づ くときは ，白色

の楯を掲げた。古呆 ，戦場で敵愚のない こ とを示すと

ぎ には ，長：柄のヨ旗を掲げる習慣があ り 1 その後、白

の 腕羃や臼旗は、休戦，降伏 ，捕獲の 意味をも つ よう

にな っ た。］889年，
一
フラ ン ス市民は青　白1 赤の トリ

コ 〔コール （三魚旗）を瞋印と して 、フ ラ ン ス革命に蜂

起 した 。 こ の 3 色旗の 青は 自由，白は 平等，赤は 博愛

の シン ボル で あ っ n： 。 革命以
’
前、フ ラ ン ス国旗は 、E

地に金色の 百合を配 したもの であっ たが　革命時 1 国

民軍は王室 の Eヨ，パ リの紋薫の赤 と蕎で三色喟を作 っ

たが、後にこれがフ ラ ン ス 国旗とな り．中で も白は平

等 を表 す シ ン ボ ルとな っ た 。 以後 、各国で三色旗は採

用さ れ たが ，イ タ ．丿ア の 緑 ．臼 ，赤 の 三 色旗 は、美 し

い国土 ，正義 ．愛国心を象徴 してお り、またアイルラ

ン ドの三 色旗の 緑はカ トリッ ク ，白は平和，オ レン ジ

はブ「コ テ ス タ ン トを象徴 して
．
い る 。

（6）美の条件としての白化粧

　肌 の 色のヨい西洋人が．美白化粧を好むことは当然

の ことであ っ たc 特にエ リザベ ス 1世時代，白化粧が

流行 したため ．工 屮 ヅベ ス女王 llま　露わに した肌 に 流

行の 頬紅と白粉をつ け て いたが 1 年を とるに従 っ て 、

そ れらをます ま す塗りたくっ た 。 現在，私たちが見る

エ リザベ ス女土の 肖像画の 顔は ．辱い鉛白の化粧で 1

まる で 能面 の よ うな無表淆の 顔 にな っ て い る。 1メ ー

キ ャ ッ プ の 暦史」にはある姉妹 の 会話を掲載 し，「色

E でさ っ ぱ り して 1 き れ い に す っ き D して い る の はな

ん て 素 晴 ら しい こ とで し ょ う」と述べ て い る 。 また

「銀色の鉛白を 汝 乙女よ　先ず用意せよ　天然の 白

粉は　こ の一ヒなく美 しく輝 く」とあ り．女性が白粉を

塗る こ と表して い るの で ある。さ
．
らに歯 に関 しても 臼

く磨くことを奨励 し，19世紀の ー チ ケ ッ ト集には 1 毎

日 数 回 歯を磨 くこ とを奨励 して いる，，

（ア）白い 東洋磁器 へ の憧憬

　西 洋 で は有史以 又 ．東洋 で 産するよ うな素地か ら白

い 磁器 を作る こ とが出来なか っ た。古代ギ リシ ャ の黒

絵式 ，赤絵凱 を 始め と して ，中世の橙 ，黄 、緑 ，焉 を

基調と した マ ジ ョ 1．丿力陶器 に至るまで ，白の 釉薬をか

けて白い陶器を作っ て い た 。 彼ら は 中国の 景徳鎮 ，Eヨ

本の伊万畢か らもた らされる臼い 磁器に憧れ ，各国の

王侯貰族は 宮殿内に 典 洋の 臼い 磁器を飾る 「陶磁器の

間」を作 D ，その白磁 に限 りない僮憬を懐いた。17世

紀末 ，ドイツのザクセン州のア ウグスタス豪胆王は，

自国で Eヨい磁器を生産 す る こ とを思い つ き ，錬金術師

の ヨ 八 ン ・ベ ッ ドガ
ー

に命 じて 、白い磁器の国内生産

に乗 り出した 。
ベ ッ ドガ…

は ．14年間に及ぶ悪闘苦戦

の結果、や っ と ドイツ の マ イセ ン の 地で 、西洋最初の

白磁の創生に成功 した 。 以後 1 西洋にはこの白磁生産

の 秘法が広ま D ，フ ラ ン ス の セ
ー

ブル窯 、デ ン マ
ー

ク

の ロ イ ア ル ・
コ ペ ン ハ

ー
ゲ ン窯，イ タ リア の リ チ ャ

ー

ド
・ジノリ窯 ，イギリスの ロ イアル

・ダル トン 窯 、ミ

ン トン窯など ，世界各地に広ま っ た 。 この ことは い か

に西洋入たちが，「臼」い磁器 に対する強い憧れをも っ

て いた かを物語 っ て いる。

皿，東洋 ・日本の 白

（1）神の色としての白

　瀏本にお い て ．白は神の 色 で あ っ た e 古代E］本の歴

史を記述 した 「古事記」「日本書紀」「風土記」に は赤 ，

日 ．青 ．黒の 4色が しばしば象徴的に用 いられている 。

そ の 中で 、特に重要な色 は 「赤」で あ り，「生命」の

シ ンボルで ある 。 「古事記」にはイザナキ ，イザナ ミ

の結婚の後、イザ ナミは火の神力グツ チを生ん で 死ん

で し ま うが ，怒 っ たイザ ナ キが カグツ チ を切り殺す と ，

「血」が四方に飛 び散り、その結果 ，さまざまな神が

生まれた とあ り，「赤い 血」は生命の 象徴で ある こ と

を物語 っ ている。

　こ の 「赤」の対に用い られるのが 「Eヨ」で あ り，臼

は神の化身あるいは神の使い の動物の色と して用い ら

れる。ヤ マ トタケルが伊吹山 で 臼い 猪に殺 された後 、

空に 「白鳥」とな っ て飛翔して い き ，イナ バの 兎は ，

オキの島にいた とぎは 「黒」色 を していたが ，鮫 に皮

を剥がさ れ て 「赤」い肌とな り、オオ クニ ヌ シ の 手当

て によ っ て 「白．亅兎に変わ っ て い く。 この 「黒」か ら

「赤」，そ して 「劇 へ の 移行は ，死 と隣あ わせの状

態の 「黒」か ら，出血 を伴 う 1赤 」を経て 1 「天」を

象徴する 「臼」 へ の移行 ，及び 「生命の再生」 を象徴

して い る と い わ れ て L！る 。い す れ に せよ 、神々 の 住み

給 う山は 「Eヨ山」「臼神 L］1 で あ り、神々 の 社 は 「ヨ

木」の明神造りであ り，注連縄に捧げ ら れる シ デ，神々

が降臨する 「臼蓋」，人々 の穢れ を払うの は 「御幣」

と い い 、神々の属性 で ある 「白蛇」「白馬」「白猿」「臼

象」「臼狐」［白鷺」などの臼 い 動物 、そ して 神 々 に 捧
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げられる 「El米」「白酒」 「臼い団子」な ど，神に関連

したもの に は 「白〕が用 い られ て し、る。

（2）八 レの 色と して の 日

　白は穢れを払う聖なる色．純粋 ・無垢な色であると

こ ろから、人 の 生死に係わる大事な時に用いられた。

平安時代に ．公卿や武士 の 家で は ，お産 に際して 、妊

婦は浄衣であると こ ろの 臼衣を着るととも に ，女房や

侍女たち
．
b 白い衣裳を身 につ け　臼い 屏風 ，臼い胃の

縁 1 そして ヨい嫁具などを用い で，誕生 に際して 清め

の祈瀬 を行 っ た 。 当然 ．誕生 しk 子供に は白い 麗着を

着せ ，その 枕元に は 邪気を払う祈願を込めて、自 い 練

絹を巻いた 「天児」をおく風習があ っ た。

　また 1臼」 には弔事の意味もあ っ た 。 中国に始まる

陰陽適 で は日 は 「入．亅と 「二 」を合わせた会意文字で

あ り．「入」
1

よ 「E が 入 る」に 適ずると こ ろ から 「陰」

を慧 味 し，また ［二 ．1 も 「陰．の数字なので ，「二 重

の 陰」「陰気 の 極」と して 「喪事」 を意味した。従 っ

て ，古代中鬮，古代日本で は 、喪事の時は無染色の麻

の素服 （即ち 「臼」の衣服）を用 い た。そ の伝統は一

時 「灰麁」の喪服に代替されるが 1 再び近世になると．

「白」は喪服と し て ，死出の 旅路 へ 赴 く時の 衣服と し

て 用 い ら れ る ように な る 。中国 で は ，古 くか ら 白衣冠 ，

日 杉などの白の喪服 、素単 鬮馬 （現在の霊柩車）など

の喬葉があり、相当古くか ら白が弔 事に用し1られてい

た ことが分かる、．わが国 で も 武
．
士の切腹の際の 「嘸装

束」や巡礼 の 白装束な どは、その現れである 。 その他 ，

弔事に関連するもの として ，白
一・

色の不祝儀の香典袋、

1ヨい 造花．臼幕などがある 。

「エ リザベ ス 1世の 肖燬画」白の 厚化粧

ヨ 八 ン
・ベ ッ ドガ

ー
が作 っ た

西洋最初の 白磁

菓大寺千二 百年浤 要の 五 色 の幕

（脅，赤，黄，白，黒）

モ
ー

リス ・ベ ジ ャ
ー

ル演出

「ザ ・カ ブキ」切腹の場面 の 白装束

1
−
L＿
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（3）白衣民族として の 韓国

　韓国は古来から 「日衣民族」と1」乎ばれて い るほど ．

伝統的に 「臼」を基調として きた 。 韓国の志書 「隋書」

新羅伝 には ，「服色 1ま素 （臼）を尊ぶ」 とあ り，また

［天 ．史」高麗 伝 にも 、「士女の服 素 （しろ）を尊ぶ 」

と書い てある 。 さ らに 「高麗図経 には 「臣聞 く三韓

の衣服の制染色 を悶か ず」と記されて い る 。

一方、「星

湖寒 説」に も 「高麗忠烈王元年 （1275年）　 太史局

謡翫，榮方は木 に蔑す 。 色は当 に茜を尊ぶべ し 。 しか

るに国俗臼を尊ぶ。こ れ 木の金 に制せらるるの象な F） 。

詰う自衣を禁ぜん と。こ れ に従う．1と記されて いると

いう、こ れは更方 （陰陽五行説による青の方向）に当

た る高麗 国が 西 方 （臼）の モ ン ゴル に支配され て い る

現状 を憂い，せ め て服色だけで も 青に変えよ うと した

ささやかな抵抗を表 し（いる 。 この時，全韓国民が彼

ら に ご っ て喪服の 色 で ある 「ヨ 亅を着けた名残とも言

冫つれ ている 、，以来韓国では，白衣尊重の風潮が始まり，

女子 学生の制服などとして ，それが今日まで続 い て い

る。

　また慶事　弔事の折 に自衣を看 た［よか りで はなく，

それに伴い ．食事に際して も臼 い 色の食物を供 した。

例えば，誕生日には，若英の 汁に臼い御飯，結婚式に

は ，ヨい麺類，出産のと！一
一
には 白子餅を食 べ たが．蘆

日経 つ と ．Eヨ雪餅を百片ほど近所 に 配 っ た。なお近代

になると．この 白衣尊車は減少 し．慶事 ，弔事 にも西

洋的な仏彩を用 いるようにな り，この伝統 は崩れ つ つ

ある。

（4）赤化粧が ら自化粧へ

　古代ヨ Z区で は赤い顔料を化粧として 用 い ，顔 に赤化

粧を施す こ とが古 くか ら彳了われてい た 。 古代社会では

赤 は魔除の色であり，埴輪などの 顔は赤く彩色され ，

さ
「
まざまな隈即 りがきれ て い る 。 こ の 風習は平安時代

まで続くが、春日大社や正倉院の舞楽面 に赤を差した

も の が あ D 、ま た今日 廼 も祭礼 で 稚児さん役の男子の

蠖を赤 くする風習が残 っ て
’
し、る 。

　中国では ．古くから色の 臼いことが美人の条件 とさ

れ ．「膚如凝脂」などとい い ．「凝油」と は 自く鮮やか

な豚の 波 の ように臼 い とい う慧味で　中国で は こ の よ

うな臼い 肌の 女性を愛 で た 。 こ の 1中国 の 臼化粧の 風習

が平安時代にわが国にも導入され ，白粉が一般的に用

いられ るよ
’
うII、、．な っ たの で ある、顔 の ヨ い こ とが美の

基準 と さ れ 、［源氏物 諳 亅の 光源氏 の 「光」も薫大将

の 「薫．
1

も 臼 い こ ご を意味 し （：お …っ，羮由は美男
・
美

女の 「爽．1そのものを表すようにな っ た。歌舞伎 にみ

る白塗 りの 二 枚日，お姫さ まな ど、臼塗 りの 化粧で あ

り ，以来 1 「色 の自いのは 7難隠す」といわれるほ ど

に ，「自」は顔色 の美学とな っ た 。な お，歯に閧 して

は 1 古簑時代より，虫歯防止 の 対策として 、「お歯黒」

が行われていたが ，こ の風習は平安貴族や平家の武将

の 風習とな り，江戸 時代に 「ま既婚女性の 象徴として 用

い られ ．明治時代に西洋の 「歯 臼」の化粧法が入 っ て

くるま で続けられた。

（5）自黒の世界の 日本の家紋

　西洋の 紋章が厳格な色彩の使用規則があ っ たのに対

して ，わが国の 家紋はそ の 大部分が黒地に臼、白地に

黒の モ ノクロ ミ
．・一
で構成ざれている 。 例外と しで土岐

氏の水色枯梗紋 ，小出氏の水色三 階松紋があるのみ で

ある、，これらも ご く淡い水色で あ っ たから，い わば E

ノ ク ロ ミ
ー

の
一

種と考えて差し支えあるま い 。

　元来 ．紋章や家紋は 戦場 に お ける味方また敵と の 確

認作業の中か ら生 まれてきたものである c しか し，西

洋と柬洋の戦場の 仕方で ，ざほど差異が生ずるとも思

えな い か ら　こ れ は洋の東西 の も つ 色彩観の相違か ら

くるものではある ま いか。

（6）西洋を魅了 した白い磁器

　「白磁」とは ．カオ リナ イ トを含む白色の陶石で素

地を作り，透明釉薬をかけ　1250度以一ヒで 焼成した素

地か ら白い磁器のことである。東洋，特に中国では 6

世紀頃には河南省安陽県付近 から．既 に白磁の 出士品

が生 ま れ て い る の で ．耀当．盲くか ら用 い られ て い た

と思われる。以後，10世紀頃．北宋の定窯では牙白色

の 高貴な名品を産出し．1司時に江西の景徳鎮窯で は肖

臼磁色の絶妙な 傑作が作り出さ れ て ，遠く東ア フ リ カ

にまで輸出された 。

一
方 　韓国でも 、既に 9世紀頃 ，

仁Hl市で陶胎で 白い 磁器が焼かれ ，13世紀李王朝は，

明の宗主と仰い だために 、明醫窯白磁の 流れを汲む典

雅な李朝白磁を作り上げた 。

　また．わが函では，］6 世紀宋の文禄 ・慶長の役の と

ぎ ．韓国か ら陶工李参平が来臼し，九州有田の地で Ft］

磁を焼 い たの が最初 とい わ れて いる 。 閤もな く，名工

酒井 田 柿右衞門 らの 名 工 が輩出 し．伊万 嬖，鍋島など

は ，素地 か ら白い 世界的な色 絵磁 器の産地 と して ，

数々の名最を西洋に輸出する こ とになる。
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